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概
要

相
国
寺
は
一
三
九
二
年
に
室
町
幕
府
三
代
将
軍
︑
足
利

義
満
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
す
︒
室
町
時
代

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
︑
京
都
御
所
の
北
に
寺
域
を
有
し

続
け
︑
金
閣
寺
︑
銀
閣
寺
と
い
っ
た
山
外
塔
頭
も
独
自
の

存
在
感
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
六
百
年
︑
相
国
寺
は
京
都
に
あ
り
︑
変
わ
ら
ず
祈

り
の
場
と
し
て
四
季
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
︒
相
国
寺
で
は

と
り
わ
け
六
月
の
観
音
懺
法
︑
そ
し
て
十
月
の
開
山
忌
が

盛
大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
︒
そ
の
仏
教
儀
礼
は
現
在

も
厳
修
さ
れ
︑
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
る
年
中
行
事

と
し
て
も
︑
京
の
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
て
き
た
の
で
す
︒

寺
院
に
伝
来
す
る
宝
物
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
祈
り
の
場
で
必

要
と
さ
れ
た
も
の
た
ち
で
す
︒
鑑
賞
す
る
た
め
で
は
な
く
︑

仏
を
︑
祈
り
を
荘
厳
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
宗
教
芸
術

で
す
︒
本
展
観
で
は
︑
相
国
寺
に
連
綿
と
続
く
仏
教
行
事

に
焦
点
を
当
て
︑
承
天
閣
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
宝

物
が
ど
の
よ
う
に
各
儀
礼
を
荘
厳
し
て
き
た
の
か
を
四
季

の
花
鳥
画
と
あ
わ
せ
︑
ご
披
露
い
た
し
ま
す
︒



毎
年
六
月
十
七
日
に
相
国
寺
で
は
観
音
懺
法
が
厳
修
さ
れ
ま
す
︒
俗
に
︑相
国
寺
の
﹁
声
明
面
︵
し
ょ
う
み
ょ

う
づ
ら
︶﹂
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
︑
相
国
寺
は
︑
お
経
に
節
づ
け
て
奏
で
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
き
ま
し
た
︒

観
音
懺
法
は
そ
の
声
明
が
伝
わ
る
代
表
的
な
儀
礼
で
す
︒

中
世
よ
り
記
録
の
残
る
観
音
懺
法
は
︑
白
衣
観
音
を
本
尊
と
し
︑
罪
を
懺
悔
す
る
法
要
で
す
︒
江
戸
時
代

に
は
︑
後
水
尾
院
の
仙
洞
御
所
で
相
国
寺
僧
が
儀
式
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
そ
の
折
の
法
具
を
中
心
に
︑

連
綿
と
現
在
に
続
く
法
要
の
世
界
を
︑
寺
宝
か
ら
ご
体
感
く
だ
さ
い
︒

主
要
展
示
作
品

観
音
図 

伝
牧
谿
筆　
三
幅
の
う
ち
一
幅　
南
北
朝
時
代　
相
国
寺
蔵

後
水
尾
天
皇
御
寄
附
状　
一
幅　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵

観
音
図 

狩
野
探
幽
筆  

猿
猴
図 

狩
野
尚
信
・
安
信
筆　
三
幅
対　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
１
︶

︿
特
別
出
陳
﹀
後
水
尾
院
寄
進
観
音
懺
法
法
具　

　
　
　
　
　

  

打
敷
︑
花
籠
︑
胡
銅
蟠
龍
文
三
具
足
他

︿
特
別
公
開
﹀
布
袋
像　
後
光
明
天
皇
宸
筆　
一
幅　
江
戸
時
代　
慈
照
院
蔵　

︿
特
別
公
開
﹀
昕
叔
顕
晫
頂
相　
一
幅　
江
戸
時
代　
慈
照
院
蔵

︿
特
別
公
開
﹀
本
源
国
師　
国
師
号
勅
書　
後
西
天
皇
宸
筆　
一
幅　
江
戸
時
代　
慈
照
院
蔵

観
音
三
十
三
変
相
図 

文
室
宗
言
筆　
三
十
三
幅
の
う
ち
三
幅　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵

春
　
観
音
懺
法

第
一
章

構
成

１



主
要
展
示
作
品

夢
窓
疎
石
頂
相　
自
賛　
一
幅　
南
北
朝
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
２
︶

︿
修
理
記
念
特
別
公
開
﹀
開
山
堂
勅
額　

夢
窓
国
師
像 

尭
恕
法
親
王
筆　
普
明
国
師
像 

足
利
義
満
像 

探
幽
筆　
三
幅
対　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵

中
維
摩
居
士
左
右
雲
龍
図 

狩
野
洞
春
筆　
三
幅
対　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
３
︶

縄
衣
文
殊
図　
雪
礀
筆　
了
庵
清
欲
賛　
一
幅　
元
時
代　
相
国
寺
蔵

秋
　
開
山
忌

第
一
章

第
二
章

２

３

相
国
寺
は
足
利
義
満
に
よ
っ
て
︑
明
徳
三
年
︵
一
三
九
二
︶︑
創
建
さ
れ
ま
す
︒
義
満
は
相
国
寺
創
建
に
尽

力
し
た
禅
僧
︑
春
屋
妙
葩
を
開
山
と
し
て
招
じ
ま
し
た
が
︑
春
屋
は
固
辞
し
︑
既
に
没
し
て
い
た
師
で
あ
り

自
身
の
叔
父
で
あ
る
夢
窓
疎
石
を
第
一
世
と
し
ま
し
た
︒
そ
の
勧
請
開
山
で
あ
る
夢
窓
疎
石
︑
第
二
世
春
屋

妙
葩
︑
そ
し
て
開
基
で
あ
る
足
利
義
満
の
尊
像
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
た
開
山
堂
で
は
︑
毎
年
十
月
二
十
一
日
︑

開
山
忌
が
盛
大
に
厳
修
さ
れ
︑
そ
の
遺
徳
を
偲
び
ま
す
︒



６

主
要
展
示
作
品

重
文　
竹
林
猿
猴
図
屏
風 

長
谷
川
等
伯
筆　
六
曲
一
双 

桃
山
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
４
︶

朝
顔
狗
子
図 
円
山
応
瑞
筆　
一
幅　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
５
︶

寺
院
を
荘
厳
す
る
花
鳥
風
月

第
一
章

第
三
章

寺
院
は
仏
を
ま
つ
る
空
間
を
中
心
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
︑
障
壁
画
や
伝
来
の
屏
風
︑
掛
け
軸
な
ど
に
は
︑

様
々
な
風
景
︑
生
き
物
た
ち
が
描
か
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
愛
く
る
し
い
姿
も
ま
た
︑
こ
の
世
界
全
て
の
も
の
が

仏
で
あ
る
と
い
う
仏
教
観
を
伝
え
ま
す
︒

主
要
展
示
作
品

重
文　
十
六
羅
漢
図 

陸
信
忠
筆　
十
六
幅　
元
時
代　
相
国
寺
蔵

釈
迦
十
六
善
神
像 

原
在
中
筆　
一
幅　
江
戸
時
代　
相
国
寺
蔵
︵※

画
像
６
︶

仏
教
美
術
の
精
華

第
一
章

第
四
章

寺
院
で
は
四
季
を
通
じ
て
様
々
な
法
要
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
︒
そ
の
折
々
に
︑
方
丈
︑
書
院
な
ど
寺
院

内
の
各
所
に
仏
画
を
中
心
に
荘
厳
さ
れ
た
空
間
が
整
え
ら
れ
ま
す
︒
正
月
の
修
正
会
に
は
釈
迦
十
六
善
神
像
︑

二
月
の
涅
槃
会
に
は
涅
槃
図…

…

伝
来
の
仏
教
美
術
の
精
華
を
こ
こ
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒

４

５



後
水
尾
院
の
仙
洞
御
所
で
行
わ
れ
た
観
音
懺
法

第
一
章

み
ど
こ
ろ 

１江
戸
時
代
前
期
︑
第
一
〇
八
代
天
皇
の
後
水
尾
院
は
譲
位
の
後
︑
相
国
寺
の
禅
僧
︑
昕
叔
顕
晫
︵
き
ん
し
ゅ

く
け
ん
た
く
︶
を
導
師
と
し
て
出
家
を
は
た
し
ま
す
︒
後
水
尾
院
が
特
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
が
︑
相

国
寺
の
観
音
懺
法
で
す
︒
正
保
二
年
に
は
︑
懺
法
法
具
一
式
を
相
国
寺
へ
寄
進
し
︑
仙
洞
御
所
で
相
国
寺
僧
に

よ
る
観
音
懺
法
を
執
り
行
い
ま
し
た
︒
そ
の
折
の
法
具
は
︑
そ
の
後
相
国
寺
の
観
音
懺
法
で
用
い
ら
れ
続
け
︑

一
部
の
法
具
は
現
在
も
法
要
に
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
︒
本
展
で
は
現
存
す
る
後
水
尾
院
寄
進
法
具
を
可
能
な

限
り
展
示
い
た
し
ま
す
︒

修
理
記
念
特
別
公
開
　
開
山
堂
勅
額

第
一
章

み
ど
こ
ろ 

２令
和
元
年
︑
相
国
寺
開
山
堂
内
の
扁
額
が
取
り
外
さ
れ
︑
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
展
観
期
間
の
み
︑

特
別
に
そ
の
扁
額
を
展
示
室
で
間
近
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒
こ
の
展
観
が
終
わ
る
と
再
び
開
山
堂
の
檐
の
上

に
掲
げ
ら
れ
︑
遠
く
か
ら
眺
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
り
ま
す
︒
さ
ら
に
後
水
尾
院
の
勅
額
は
︑
そ
の
下
書

き
で
あ
る
天
皇
宸
筆
の
書
も
同
時
に
展
示
い
た
し
ま
す
︒
こ
の
貴
重
な
機
会
に
ぜ
ひ
︑
ご
覧
く
だ
さ
い
︒



重
要
文
化
財
の
陸
信
忠
筆
十
六
羅
漢
、全
十
六
幅
を
一
挙
公
開

第
一
章

み
ど
こ
ろ 

３相
国
寺
に
は
︑
多
く
の
仏
教
美
術
の
名
宝
が
伝
来
い
た
し
ま
す
が
︑
今
回
は
そ
の
中
で
も
選
り
す
ぐ
り
の
作

品
群
を
展
示
い
た
し
ま
す
︒
な
か
で
も
︑
相
国
寺
所
蔵
の
重
要
文
化
財
︑
十
六
羅
漢
図
は
中
国
・
元
時
代
に

陸
信
忠
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
作
品
で
︑
今
回
は
十
六
幅
全
て
を
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
︒

重文　十六羅漢図 陸信忠筆　十六幅　元時代　相国寺蔵



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM 〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「いのりの四季―仏教美術の精華」 広報事務局（TMオフィス内）
担当：馬場、松ケ根、清水

TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440
Email ： inori@tm-office.co.jp

開催情報

アクセス

2020年11月1 日（日）～2021年1月17日（日）
10:00～17:00（入館は16:30まで）
会期中無休 ※但、2020年12月27日（日）～2021年1月5日（火）は年末年始休館
一般800円（65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円） 
相国寺承天閣美術館　日本経済新聞社　京都新聞
一般財団法人 萬年会
ＭＢＳ

会期
開催時間
休館日
入館料
主催
協賛
協力

ＪＲ京都駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）烏丸今出川下車　徒歩８分


